
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

【６　特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニー

ズに対応した支援の充実】

　肯定的な回答の割合が教職員は１００％で良好で

あったが、保護者と児童は７５％程度であった。これ

は、全校集会の校長講話で悩みを相談するよう促してい

るが、温かく支えてもらっていると感じていない児童が

一定数おり、｢教育相談｣や｢生徒指導｣の更なる充実が

必要であると考えられる。

【７　インクルーシブ教育の推進】

　肯定的な回答の割合が保護者と教職員は８０％でや

や良好であるが、児童は６３％であった。｢道徳や人権

学習の充実｣｢規範意識と社会性の育成｣｢言語環境等の

整備｣の更なる充実が必要であると考えられる。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の学

びに生かすような授業ができていると思いますか。

【４５　個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実】

　｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣の両面で、肯定

的な回答の割合が教職員は９０％を超えているが、保護

者と児童は７５％程度であった。これは、｢校内研修の

充実｣等に起因して一定の成果は出ているが、更に｢指導

の個別化｣と｢学習の個性化｣を図って個別最適な学びを

充実させるとともに、タブレット等を有効活用して協働

的な学びを充実させ、基礎学力の定着を図る必要があ

ると考える。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

【３　社会の形成や持続的発達に主体的に貢献する力

を育む教育の推進】

　肯定的な回答の割合が保護者と教職員で８５％を超

えて良好な評価を得たが、児童は７０％程度であった。

これは、有志児童による緑化ボランティア隊の活動

や、総合的な学習の時間の学習で地域に関して学習でき

ているので、教職員が児童に｢学校生活や地域社会をよ

りよくするために｣という視点に着目させることが不十

分であったと考えられる。

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

【１　豊かな心と健やかな体を育む教育の推進】

　肯定的な回答の割合が対象者全てで８０％を超え、

良好な評価を得た。これは、｢学校行事や児童会活動、

ボランティア等で一人一人の児童が活躍できる場の工

夫｣等に起因すると考えられる。

【２　自ら学びに向かう力を育む教育の推進】

　肯定的な回答の割合が保護者と教職員で８０％を超

えて良好な評価を得たが、児童は７４％であった。これ

は、｢校内研修の充実｣｢ゲストティーチャーの活用｣等

に起因する一方、｢学習習慣の定着｣｢指導の個別化と学

習の個性化の推進｣等に課題があると考えられる。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 
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　学校経営重点計画の重点目標①「自分のよさや可能性を認識し、他者を価値ある存在として尊重し合える学校づくり」については、【２　自ら学びに向かう力を育む教育の推進】に示

したとおり、児童の肯定的な回答が７４％であり、課題がある。来年度は、更に本年度の取組を継続するとともに、「学習習慣の定着」「指導の個別化と学習の個性化の推進」、「道徳

の授業や人権学習を核とした一人一人が自己を見つめ、『考える』授業の充実」を更に意識して推進するよう工夫する。校内研修の中にこのことを位置付ける。

　学校経営重点計画の重点目標②「よりよい社会の創造を見据え、夢や目標の実現に向けて、主体的・対話的で深い学びができる学校づくり」については、【３　社会の形成や持続的発

達に主体的に貢献する力を育む教育の推進】に示したとおり、児童の肯定的な回答が７０％程度であり、課題がある。来年度は、更に本年度の取組を継続するとともに、「児童会活動や

地域に関する学習の際に、教職員が児童に『学校生活や地域社会をよりよくするために』という点に着目させて取り組ませ、学習の振り返りで再度確認する場面を設定する」よう工夫す

る。このことについても校内研修の中に位置付ける。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

　学校評議員会では、学校経営重点目標①、②について、｢学校評価結果｣からの課題とその改善点について説明するとともに、｢外部事業・外部予算の活用の充実｣｢熊本県科学研究物展

示会　優賞や熊本市学校環境緑化コンクール　ＴＫＵ賞等の成果｣｢熊本市学力調査結果の経年比較での概ね上昇」等の成果について説明した。本年度の学校経営については、一部に課題

もあるものの、一定の評価を得ることができた。

　また、学習発表会での児童の姿から「目標を持たせて取り組んできた成果が学校全体として出ていた。特に１年生は一人で堂々と台詞が発表でき、聞き方もすばらしかった。」と好評

価をいただき、６年生とのふれ合い給食では「子どもたちが出会いをしっかり覚えていて、明るくしっかりした口調で話し掛けてくれて、一人一人の成長に驚かされた。」、緑化ボラン

ティア隊の活動については「『くまもと花博２０２６』への協力や、熊本市役所での活動紹介のパネル展等の情報発信、バケツ稲づくりなどの貴重な体験が意欲的にできていて、すばら

しい。」などの称賛の言葉をいただいた。また、地域での子どもたちの姿として、「班登校の期間に上級生が遅い下級生を自宅まで迎えに行ったり、下校途中で怪我をした児童の友達が

近くの大人に助けを求めることができたりする姿が見られ、優しい心や行動力が育っている。」との朗報もいただいた。

１３　尊重し合える学級づくり

学校は、こどもが自分のよさや可能性を認識し、他者を価値ある存在として尊重

し合える学校づくりに取り組んでいると思いますか。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

【10　こどもの最善の利益を守る環境づくり】

　肯定的な回答の割合が教職員は１００％であるが、

保護者と児童は７０％程度であった。アンケート実施

後になるが、本年度から｢校則見直し意見交換会｣に６

年児童全員と保護者代表、学校評議員も加えて協議する

予定であるので、少しは改善されると考えられる。留

守番電話の導入で保護者が担任に相談しにくいことも

要因となっているので、｢教育相談の充実｣や｢積極的な

ＳＣの活用｣等の更なる工夫が必要であると考えられ

る。

（５）池上小学校独自項目

１１　夢を育む教育の推進 １２　緑や花のある教育の推進

学校は、こどもが夢や目標を持ち、その実現に向けた努力の大切さに気付き、自

ら努力する児童の育成に取り組んでいると思いますか。

学校は、花や緑のある環境づくりに取り組んでいると思いますか。 【11　夢を育む教育の推進】

　肯定的な回答の割合が児童と教職員は８５％を超えて

いて良好であったが、保護者は７５％程度であった。

これは、｢夢や目標を持って努力すること｣について全校

集会の校長講話で伝え、担任も連携して学級経営に生か

したことに起因すると考えられる。保護者が実感でき

るように｢情報発信の継続｣と｢児童の変容を支援する｣

ことが必要があると考えられる。

【12　緑や花のある教育の推進】

　肯定的な回答の割合が保護者と教職員は９０％を超

えていて良好であったが、児童は５８％程度であった。

これは、有志児童による｢緑化ボランティア活動の充

実｣で花の多い学校環境が実現したことに起因すると考

えられる。全児童による活動となるよう更なる工夫が

必要であると考えられる。

【13　尊重し合える学級づくり】

　肯定的な回答の割合が児童と教職員は８０％を超えて

いてほぼ良好であるが、保護者は７７％であった。こ

れは、｢認め合う学級づくり｣等に起因すると考えられ

る。生徒指導上の課題の解消に向けて｢規範意識と社会

性の育成｣等に更に尽力していく必要があると考えられ

る。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

【８　安全・安心な園・学校づくりの推進】

　肯定的な回答の割合が対象者全てで８０％を超えてお

り、良好であった。これは、｢安全点検の徹底と迅速な

改善｣｢危機管理体制の強化｣｢防災学習の推進｣｢交通安

全行動の徹底｣等が起因すると考えられる。

【９　地域や家庭と連携した教育環境の整備】

　肯定的な回答の割合が対象者全てで８０％を超えてお

り、良好であった。これは、｢学校評議員会等の充実｣｢

池上ドラゴン協力隊やＰＴＡ等の支援｣｢保護者の協力｣

等に起因するが、｢地域連携の情報発信｣は更なる充実

が必要であると考えられる。
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